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Pureリリース情報

1. レポート機能へのアクセス権限に新たなRoleが追加されました

2. Pure API でデータセットと研究機器のデータの取り込み/取り出しが可能になりました

3. OAI-PMHの対応を拡張し、研究のオープン化に向けたサポートが強化されました

4. アクセシビリティの更なる向上で、「見やすさ」に配慮したポータルと管理画面になりました

5. Scopusの助成金情報がPureの論文・データセットのメタデータに紐づけされました

6. Pureサポートの管理システムが、JIRA から Pure Client Community へ移行されます（12月予定）
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1. レポート機能へのアクセス権限に新たなRoleが追加されました

レポートのアクセス権について、部門レベルで設定できるようになりました。
このアップデートにより、Global reporterを持つユーザーは、組織全体のレポートにアクセスできる一方
Organisational reporter roles を持つユーザーは、所属組織（および下位階層）のデータのみアクセスできるように
なります。
また、選択したコンテンツに絞ったアクセス権を設定することも可能になります。下記表をご確認ください。
※レポートへのアクセス権の追加・編集は、Pureの管理者（Administrator）によって設定可能です。

詳細につきましては、下記リンクの「5.1. Roles」をご確認ください。
https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3

Role レポートのアクセス範囲

Global reporter 全ての部門とコンテンツにアクセス可能

Global reporter of Content Types 全ての部門の選択されたコンテンツ（複数選択可）のみアクセス可能

Reporter 選択した部門（複数選択可）の全てのコンテンツにアクセス可能

Organisational reporter roles of a specific 

Content type (eg. Reporter of XXX)

選択した部門の選択したコンテンツのみアクセス可能

https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3
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3. OAI-PMHの対応を拡張し、研究のオープン化に向けたサポートが強化されました

研究のオープン化に伴い、メタデータ情報の収集や展開などをする際に、効率性の観点から、データ形式を統一す
る動きがあります。今回のアップデートでは、プランSが求めるオープンアクセス情報の公開対応のため、OAI-PMH

（ＯＡＩが策定したメタデータの自動収集のためのプロトコル）への対応を強化しました。

詳細につきましては、下記リンクの「4.1. - 4.6. OAI-PMH」をご確認ください。
https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3

https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3
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2. Pure API でデータセットと研究機器のデータの取り込み/取り出しが可能になりました

Pure では、APIの機能強化のために、新たにPure APIの開発を進めてます。
今回のアップデートでデータセットと、研究機器情報についてPure APIの使用が可能になりました。
現在、研究のオープン化は論文に限らず、データセットや学内資材の公開にまで広がっています。
データセットや研究機器の公開によって、研究力のアピールや、機器の共同利用の促進にも活用できます。

※Pure APIは、現在も開発
段階のフェーズになり、今後
も仕様追加やエンドポイント
追加が予定されています。
→Pure Web Service（Read 

API） を使うことで、多くのコ
ンテンツを抽出（Read）可能
です。
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4. アクセシビリティの更なる向上で、「見やすさ」に配慮したポータルと管理画面になりました

Pureでは、視覚にハンディを持つ方や、アクセス環境

の違いに関係なく、誰でも同じように情報を得られるよ
う、ポータルと管理画面の背景やボタンの色等、より
見やすい仕様になるよう設計してます。

Voluntary Product Accessibility Template (VPAT) 

によるアクセシビリティの基準で、今回のバージョンで
さらに多くの基準を満たすことができました。

詳細につきましては、下記URLの「1.1. Pure Portal 

accessibilityupdates」を参照ください。
https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8
111a948bd3

https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3
https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3
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5. Scopusの助成金情報がPureの論文・データセットのメタデータに紐づけされました

学術情報のオープン化が進む中、助成金のサポートによる研究成果を広く社会に還元する動きがあります。
これまでPureでは、ノートとして助成金に関する情報を入れることができましたが、今回のアップデートによって、
Scopusの各論文に記載されたFunding detailsのテキストと資金提供機関が、Pureの論文およびデータセットのメ
タデータに、紐づけされました。紐づいた情報は、メタデータ内で編集することも可能です。また、管理画面で設定す
ることで、助成金のテキスト情報についてはポータルに公開することも可能になります。

アップデート前 アップデート後
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6. Pureサポートの管理システムが、JIRA からPure Client Communityへ移行されます（年内予定）

※こちらPureをご契約のお客様に向けての共有となります。

Pureの管理者権限をお持ちのユーザーは、Pureに関する設定や、バグの修正依頼など、主にテクニカルなお問い
合わせにつきまして、Pureサポート窓口をご利用いただいております。（別途アクセス権が必要）
現在、Pureサポートへのお問い合わせにはJIRAシステムをご利用いただいておりますが、本年中にJIRAから
Salesforces Service Cloudを用いた「Pure Client Community」へのシステム移行を予定しております。

詳細につきましては、下記URLより確認ください。

Tooling Upgrades for Product Support

https://view.highspot.com/viewer/6555fbbe33993e2be34e1b86

https://view.highspot.com/viewer/6555fbbe33993e2be34e1b86
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アップデートの詳細について

その他5.28.0のアップデート内容に関しては、以下のリンクよりご参照ください。

新しいアップデート(Pure 5.28.0)

https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3

https://view.highspot.com/viewer/6534dfd05a53a8111a948bd3
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